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第２章　十勝の先史時代と川

十勝縄文の始まり？ それとも… 　大正３遺跡　

　「土器」は、粘土を形にし火で焼いて作る器です。

土器が現れることで、「縄文の文化」が始まります。

　本州では、およそ１万３千年前の土器が見つかって

いて、ここから「縄文時代」が始まるとされています

が、北海道ではずっとおくれて、９千年前ころから土

器が使われだしたと考えられていました。

　しかし、平成 15 年（2004）、帯広・広尾自動車道の

工事前に発掘調査された「大正３遺跡（帯広市大正町）」

から、およそ１万２千年前の土器が見つかりました。

　まさに、北海道の歴史を書きかえる、大発見だった

のです。

　発掘調査の時、土器のかけらが、ふつう縄文のもの

が出る地層より下の地層から見つかりました。

　調査をしていた山原学芸員（帯広百年記念館埋蔵文

化財センター）は、これを見ると、

「この文様（もよう）は、新潟県の小瀬ヶ沢洞窟遺跡

のものと似ている」と思ったそうです。小瀬ヶ沢の土

器は、縄文時代の始まりころ（草創期）のものでした。

　この土器のかけらには、ほかにも表面をつめや道具

でさしたりつまんだりしてつけたもようがあるなど、

縄文時代初めの特ちょうを持った土器であることが確

かめられました。

　さらに、見つかった土器は料理に使われたようで、

「おこげ」がついていました。おこげにある「炭素」

を調べることで、いつの時代のものかわかります。

　その結果、「おこげ」は１万２千年くらい前のもの

だったことがわかったのです。（→ｐ70）

　こうして、大正３遺跡から見つかった土器は、北海

道最古のもので、本州で縄文時代が始まってまもなく

のものであると確かめられました。

　ただ、これが十勝（そして北海道）の縄文時代の始

まりだとすると、なぞも残ります。

　このあと、約３千年の間、土器が見つかっていない

こと。３千年後の縄文の土器や石器と、ちがいが大き

いこと。ヤジリ（矢の先）の石器も見つかっているが、

本州のもの（　）とちがって、　形であること、など、

わからないことが多いのです。

　一度、暖かくなった時に、土器を持った人たちが北

海道にわたってきたのだけれど、およそ１万２千年前

にあった「寒のもどり（寒さがもどった時期）」に、い

なくなったのかも知れません。

復元された土器。円内は土器についていた「おこげ」（矢印）。

発掘中の大正３遺跡。ここを流れていた川が、流れにそってつくった

「もり上がり（自然堤防：※２）」の上にあった。今は自動車道の下。

大正３遺跡で見つかった石器。左上がヤジリ（矢の先）。左下円

内はその後の縄文時代のヤジリ。

← 
３千５百年前の土器

← ５千～４千５百年前の家と土器とすり石
　 ６千年前の丸底の土器と石器

← 約８千年前の土器

← 約１万３千年前の石器とたき火

← 約２万１千年前の石器と顔料のもと

旧石器時代 縄文時代
（右）大正３遺跡の位置。

帯広市大正町東３線。

（上）自動車道完成後。

※２　自然堤防（しぜんていぼう）：自然なままの川にそってできる周りより少し高い土地。

洪水が起きた時、あふれた川の水が土砂を堆積（たいせき：積み重ねること）していく

ことでできる。※１　帯広百年記念館埋蔵文化財センター（おびひろひゃくねんきねん

かんまいぞうぶんかざいセンター）：帯広市西23条南4丁目26　電話  0155 - 41 - 8731

　日・月曜日休館

樽前山の火山灰
（約８千年前）

支笏火山の火山灰
（約４万年前）

恵庭岳の火山灰
（約１万８千年前）

ヤジリ

（写真：帯広百年記念館埋蔵文化財センター蔵）

0

50

100
cm

・稲田小

百年記念館・ ・
花
園
小

・豊成小

・明星小

川西Ｃ遺跡

↑ 

ウ
ツ
ベ
ツ
川

↑ 

売
買稲

田
１
遺
跡
・

↑ 

札
内
川

・大正小・大正小

・愛国小・愛国小

・大正小

・川西小・川西小・川西小
・愛国小自動車道

↑ 

途
別
川

↑ 

途
別
川

↑ 

ヌ
ッ
プ
ク
川

↑ 

ヌ
ッ
プ
ク
川

大正３遺跡大正３遺跡大正３遺跡

帯広市

幕
別
町

川
の
流
れ

川
の
流
れ

↑ 

札
内
川

↑ 

札
内
川

せっ  き

せっ  き

ど     き

ち  そ う ち  そ う

ど     き たし

ど     き

ど     き

ど     き

りょうり

た ん  そ

ど     き

ど     き

か ん

ど     き

ど     き

ど     き

ど

き

ね ん  ど うつわ

ど     き あらわ じょうもん

じょうもん

ど     き

じょうもん  じ  だい

じょうもん  じ  だい

じょうもん

ほんしゅう

ほんしゅう

あたた

たし

たいしょう い  せ き

じょうもん  じ  だい

じょうもん  じ  だい そう そう   き

た  い し ょ う          い    せ きじょう も ん

かわ にし シー  い せ き

は っ く つちゅう

ふ く げ ん ど     き ど     き

し  ぜ ん て い ぼ う

たいしょう　　　  い  せき

たいしょう　　　  い  せき

たいしょう　　　  い  せき

たいしょう　　　  い  せきたいしょう　　　  い  せきたいしょう　　　  い  せき

お び ひ ろ  し  た い しょう ちょう

じょう も ん   じ  だ い

せ っ  き

し こつ  か ざん か ざんばい

え にわだけ か ざんばい

たるまえさん か ざんばい

じょうもん  じ  だい

はっ くつちょうさ

はっ くつちょうさ

ちょうさ やま はら がく げい いん おび ひろひゃくねん き  ねん かん まい ぞう ぶん  

か  ざ い

もん よう

に ど

き

にい がた けん こ　 せ 　が  さ わ どう くつ  い せ き

こ　 せ 　が  さ わ

たいしょう い  せ き おび ひろ  し たいしょうちょう

おび ひろ　   ひろ  お　  じ  ど う しゃ どう




